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特 集

　令和７年11月15日（土）、16日（日）に、豊明市議会基本条例に基づき、前年度に引き続き３回目となる
「市民と議会との意見交換会」を開催いたしました。
　前回同様、議員が３つの中学校区に分かれ、ご参加いただいた市民の皆様と、地域が抱える課題や議会、
市政に対するご意見、ご要望などについて意見を交わしました。
　各会場とも貴重な意見交換の場となりました。ご参加いただきました市民の皆様に感謝申し上げます。
　お聞きしましたご意見、ご要望等につきましては、今後の議会、議員の活動に活かしてまいります。

市民と議会との

意見交換会
市民と議会との

意見交換会
令和7 年11月

議会ホームページで
報告書を公開

しています

豊明中学校区

沓掛中学校区

栄中学校区

●小学校の通学路（上高根）にスズメバチの巣がある。市に言っても業者を紹介してくれた
だけ。補助金や助成金のメニューを用意してほしいし、市議会から要望してほしい。

●地域で川ざらいをしているが参加者が高齢化している。３割程度は埋まらないと行政は
動かないのでなんとかしてほしい。

●田畑の草が人の背丈ほどに伸びている場所があるが市にお願いしても半年以上そのま
まになっている。火災予防の観点もあるのでやれないなら地域でやるのではっきりして
ほしい。

●歩道の植樹を減らす方向とのことだが、緑を増やして少しでも日影を作るよう議会から
も言ってもらいたい。

●高齢化で買い物が困難な方に向け市が支援して移動販売車を出してもらえるよう市へ
の提案を考えてほしい。

令和７年11月16日（日）
10時00分～11時30分
豊明市総合福祉会館　３階　大会議室
市民９名、議員７名

日　　時

場　　所

参加人数

主な意見から
沓掛中学校区報告書

●スマートフォン条例について条例化することはよいことか。理念であるならば、もっと
時間をかけて審議すべき。自由時間の使い方に市が関わるのは、人権問題ではないか。

●区長の日常活動について平日の行事に出席しづらい、休日に開催して欲しい。土日の行
事については、市の職員に協力をして欲しい。

●地域で地域猫が増えて、町内でサクラ猫(去勢)している、サクラ猫にするより、譲渡会等
を積極的にしてほしい。

●前後駅周辺の開発をやって欲しい。若い人が魅力を感じてもらえるような施策を市とし
て考えてほしい。

●「挨拶運動」が出来ていない、「見守り」に参加して声をかけても返事が出来ない子どもが
多いので、もっと推進して欲しい。

令和７年11月15日（土）
10時00分～11時35分
豊明市文化会館　第１会議室
市民７名、議員６名

日　　時

場　　所

参加人数

主な意見から
豊明中学校区報告書

●生活介護・日中一時支援施設を立ち上げるために現在動いている。施設建設に関連した
道路整備に公的な支援を市にしてほしい。

●桜ケ丘沓掛線が整備され内山トンネル開通後、渋滞を避けて抜け道を使い、一旦停止を
しない車が多くて危険。

●部活動について、地域で支えることが大事だという雰囲気をつくっていかないといけな
い。スポーツ系の大学生や卒業生など指導者は探せばいるのでは。

●スマートフォン等の適正使用の条例は全国に向けた問題提起になったと思うが、スマホ
条例制定後のフォローアップはどうなっているか。

●公園遊具について、すべり台とブランコしかない。乳幼児にとっては小学生と一緒には
危なくて遊べない。小さな子が専用で遊べるゾーンがあると安心して遊べる。落合公園
や大蔵池公園にも充実した遊具の設置を希望する。

令和７年11月15日（土）
10時00分～11時30分
大脇コミュニティーセンター　ホール
市民24名、議員７名

日　　時

場　　所

参加人数

主な意見から
栄中学校区報告書

●土日の午前に来るのは子育て世代には難しいので、別の日程も考えてほしい。
●「意見交換会」の参加者が少なくても、回数を増やして実施してほしい。
●前回のフォローをしてほしい。
●もっと手軽に意見を言える場を設定してほしい。若い人でも伝えたい人はいると
思う。

自由記述欄
より

アンケート
結果

●年代は？ ●内容について

20代（0名）
30代（1名）
40代（2名）
50代（6名）
60代（7名）
70代（9名）
80代以上（14名）
未記入（1名）

よかった（11名）
どちらかといえば
よかった（15名）
どちらかといえば
よくなかった（3名）
よくなかった（2名）
未回答（9名）
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特 集 豊明市
スマートフォン等の

適正使用の推進に関する
条例の制定について

豊明市
スマートフォン等の

適正使用の推進に関する
条例の制定について

背 景 

スマートフォン、パソコン、タブレット等は便利な機器ではある。 
ゲーム、SNS、動画の視聴や配信等の過度な使用は、睡眠時間減少による生活リズムの乱れといった
健康面や社会生活で影響を及ぼしたり、家族間の対話が短くなる等、親子関係や家庭環境にも影響
を与えたりする恐れがある。 
スマートフォン等の過剰使用が引き起こしかねない身体面、精神面及び生活面への悪影響に関する
対策を総合的に推進するため。

主な答弁

▲

各家庭の状況に合わせて柔軟に判断し、話し合う機会を作ってもらうことを想定している。▲

子どもの睡眠時間が削られる問題に対して強いメッセージを出し、社会的な問題として捉えてい
くことを狙いとしている。▲

何かを制限するわけではなく、啓発活動を行うための目安。各家庭に入り込んで指導する考えは
なく、いろんな形で家族が話し合うきっかけにしてほしい。

反対意見

不登校や引きこもり等の事案についての手立てを講じる必要はある。本市の現状を把握せず、科学
的根拠がないまま、全市民対象にも関わらずパブリックコメントも未実施。市民の余暇時間につい
てスマホ使用の目安時間を条例で提示することは、大きなお世話である。

賛成意見

委員会での賛否結果

スマートフォン等の過度な使用による生活習慣の乱れや健康への影響を懸念し、啓発と支援を行う
ことが目的の理念条例。行政が一定の方向性を示し、市民に考える契機を提供することには一定の
意義がある。

可否同数（賛成３ 反対３）により、委
員長採決の結果、原案のとおり可決。

本会議

『附帯決議』← 賛成多数（賛成12 反対７） 
市長及び関係部局に対して、以下５点について誠実に
対応することを求めた。
１ 市民の自由と多様性の尊重 
２ 誤解を招かない丁寧な説明と情報提供 
３ 子ども、保護者との連携と支援 
４ 継続的な市民からの意見集約の機会の確保 
５ 条例の効果検証と見直しの仕組み 

令和７年10月１日から施行。
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適正使用の推進に関する
条例の制定について

豊明市
スマートフォン等の
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条例の制定について
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子どもの睡眠時間が削られる問題に対して強いメッセージを出し、社会的な問題として捉えてい
くことを狙いとしている。▲
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的根拠がないまま、全市民対象にも関わらずパブリックコメントも未実施。市民の余暇時間につい
てスマホ使用の目安時間を条例で提示することは、大きなお世話である。

賛成意見

委員会での賛否結果

スマートフォン等の過度な使用による生活習慣の乱れや健康への影響を懸念し、啓発と支援を行う
ことが目的の理念条例。行政が一定の方向性を示し、市民に考える契機を提供することには一定の
意義がある。

可否同数（賛成３ 反対３）により、委
員長採決の結果、原案のとおり可決。

本会議

『附帯決議』← 賛成多数（賛成12 反対７） 
市長及び関係部局に対して、以下５点について誠実に
対応することを求めた。
１ 市民の自由と多様性の尊重 
２ 誤解を招かない丁寧な説明と情報提供 
３ 子ども、保護者との連携と支援 
４ 継続的な市民からの意見集約の機会の確保 
５ 条例の効果検証と見直しの仕組み 

令和７年10月１日から施行。

●議会活動の概要
　豊明市議会では平成24年に議会基本条例を制定し、通年議会を実施しています。令和７年5月15日から令和
８年４月28日までの349日間が令和７年定例会の会期となっています。このほかに「議会運営委員会」や「全
員協議会」なども随時開きました。
　また、令和７年１月１日から12月31日までに議会で審議した議案は、市長提出案件が93件、議員提出案件が
４件であり、提出された請願が4件、陳情が14件でした。

１．本会議開催状況

会　議　名 議会期間 日　　数 本会議日数 傍聴者数

１ 月 緊 急 議 会 １月23日 １日 １日 １人

３ 月 定 例 月 議 会 ２月26日～３月25日 28日 ７日 26人

開 会 議 会 ５月15日 １日 １日 ０人

６ 月 定 例 月 議 会 ６月２日～６月24日 23日 ６日 40人

９ 月 定 例 月 議 会 ８月25日～９月22日 29日 ６日 80人

1 2 月 定 例 月 議 会 11月26日～12月19日 24日 ６日 21人

合　　　　　計 106日 27日 168人

２．委員会等開催状況 ３．議決状況

委　員　会　名 開催数 市　　長　　提　　案 議　員　提　案

常 任 委 員 会 30回

地 方 自 治 法
第 9 6 条 関 係

（15 号 を 除 く）

条　　　例 36件 条 　 　 　 例 ２件

特 別 委 員 会 ６回 予　　　算 32件 規 　 　 　 則 ０件

議会運営委員会 24回 決　　　算 ８件 修 正 議 案 ０件

全 員 協 議 会 12回 そ　の　他 ７件 意  見  書 １件

会 派 会 議 14回 専 　 決 　 承 　 認 　 案 　 件 ０件 決 　 　 　 議 １件

常任·特別委員会
行　政　視　察 ６日 そ の 他（ 人 事 案 件 等 ） 10件 そ の 他（ 動 議） ０件

そ の 他 の 会 議 61回 合 　 　 　 　 計 93件 合 　 　 　 　 計 ４件

議 決 状 況

可　　　決 85件
議 決
状 況

可 決 ４件

修 正 可 決 ０件 否 決 ０件

否　　　決 ０件

認定・同意等 ８件

撤 回 承 認 ０件

継 続 審 査 ０件

令和７年 議会の活動状況
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1 2 月定例月議会は、 1 1 月2 6 日から 1 2 月1 9 日までの2 4 日間にわたり 開催し 、 令和７ 年度の議案2 0 件、 請願１ 件、

陳情６ 件などを 審議し まし た。

※議長は採決に加わら ない　 ○： 賛成　 ×： 反対　 趣： 趣旨採択　 欠： 欠席 　
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（ 概要）
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人権擁護委員候補者の推薦
（ 近藤　 厚子（ 沓掛町） を任命、 任期は３ 年）

可
決 〇 〇 〇 〇 欠 ×

議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇

財産の買入れ（ 三崎小学校用地）
（ 三崎小学校用地（ 約7 ,6 9 2 ㎡） を 随意契約にて購入　 約

２ 億3 2 0 万円）

可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇

豊明市議会の議員報酬、費用弁償及び期末手当に
関する条例の一部改正
（ 人事院勧告等に伴う 改正）

可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 × ○ 〇 〇 〇

豊明市特別職の職員で常勤の者の給与に関する条
例の一部改正
（ 人事院勧告等に伴う 改正）

可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 × ○ 〇 〇 〇

豊明市職員の給与に関する条例の一部改正
（ 人事院勧告等に伴う 改正）

可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ○ 〇 〇 〇

令和７年度豊明市一般会計補正予算（ 第５号）
（ 給料、 職員手当等　 約２ 億3 ,2 6 0 万円の追加補正）

可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 × ○ 〇 〇 〇

令和７ 年度豊明市国民健康保険特別会計補正予算
（ 第１号）

（ 給料、 職員手当等　 1 9 0 万円の追加補正）

可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ○ 〇 〇 〇

第６次豊明市総合計画基本構想
（ 豊明市総合計画条例第6 条の規定による議会の議決）

可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 × ○ 〇 〇 〇

市道の路線廃止
（ 県道名古屋岡崎線の整備により 5 路線を廃止）

可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇

市道の路線認定
（ 県道名古屋岡崎線の整備により 5 路線を認定）

可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇

一般職の任期付職員の採用等に関する 条例の一部
改正
（ 人事院勧告等に伴う 改正）

可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 × ○ 〇 〇 〇

豊明市パート タ イ ム会計年度任用職員の給与及び
費用弁償に関する 条例の一部改正
（ 人事院勧告等に伴う 改正）

可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇

豊明市地区計画の区域内における建築物の制限に
関する条例の一部改正
（ 健康医療福祉拠点地区計画区域内における 建築物及びそ
の敷地に制限を定める改正）

可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 × ○ 〇 〇 〇

豊明市消防団条例の一部改正
（ 機能別団員制度を創設するため改正）

可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇

令和７ 年度豊明市一般会計補正予算（ 第６ 号）
（ 報酬、 職員手当、 扶助費等　 約7 億8 ,8 9 0 万円の追加

補正）

可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 × ○ 〇 〇 〇

令和７ 年度豊明市国民健康保険特別会計補正予算
（ 第２号）

（ 子ども ・ 子育て支援金制度システム整備に係る 電算関係
委託料　 約1 ,1 7 0 万円の追加補正）

可
決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 × × ○ 〇 〇 〇

  1 2 月定例月議会議案等の審議結果
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議　案　名
（概要）

審
議
結
果

会派名・議員名

清　和 市民派の会 未来クラブ 公明党 日
本

共
産
党

た
ん
ぽ
ぽ

清
澄

ひ
ま
わ
り

市
政

ク
ラ
ブ

青
巒

岡
島
ゆ
み
こ

青
木
け
ん
じ

鵜
飼
　
貞
雄

い
と
う
ひ
ろ
し

服
部
　
龍
一

毛
受
　
明
宏

近
藤
ひ
ろ
ひ
で

浅
井
た
か
お

こ
ん
ど
う
の
ぶ
お

林
ゆ
き
ひ
ろ

中
堀
り
ゅ
う
い
ち

武
谷
と
し
お

鈴
木
　
智
和

一
色
美
智
子

郷
右
近
　
修

ふ
じ
え
真
理
子

清
水
　
義
昭

堀
内
　
ち
ほ

三
浦
　
桂
司

月
岡
　
修
一

令和７年度豊明市介護保険特別会計補正予算（第
２号）
（報酬、職員手当等　約１億8,610万円の追加補正）

可
決〇 〇 〇 〇 〇 〇

議
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇

令和７年度豊明市後期高齢者医療特別会計補正予
算（第１号）
（報酬、職員手当、子ども・子育て支援金制度システム整
備に係る電算関係委託料等　約2,030万円の追加補正）

可
決〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 × × ○ 〇 〇 〇

令和７年度豊明市下水道事業会計補正予算
（第２号）
（ウォーターPPP導入可能性調査等に係る費用の科目変
更等）

可
決〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 × × ○ 〇 〇 〇

令和７年度豊明市一般会計補正予算（第７号）
（物価高対応子育て応援手当費等　約２億1,070万円の追
加補正）

可
決〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇

■請願・陳情

介護・福祉・医療など社会保障の施策拡充につい
ての請願

不
採
択

ー ー ー ー ー ー

議
長

ー ー ー ー ー ー ー 〇 ー ー ー ー ー

医療現場の危機打開に向けた財政支援を求める意
見書の提出に関する陳情

不
採
択

ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 〇 ー ー ー ー ー

保育士・学童保育支援員の処遇改善に関する陳情
不
採
択

ー ー ー ー ー ー 〇 〇 〇 ー ー ー ー 〇 〇 ー ー ー ー

介護・障害福祉分野における処遇改善と公的支援
の強化を求める意見書の提出に関する陳情

不
採
択

ー ー ー ー ー ー 〇 〇 〇 ー ー ー ー 〇 〇 ー ー ー ー

安全・安心の医療・介護提供体制を守るため、
すべてのケア労働者の処遇改善につなげる報酬
10％以上の引き上げを求める陳情

不
採
択

ー ー ー ー ー ー 〇 〇 〇 ー ー ー ー 〇 〇 ー ー ー ー

夜勤規制と大幅増員で安全・安心の医療・介護の
実現を求める陳情

不
採
択

ー ー ー ー ー ー 〇 〇 〇 ー ー ー ー 〇 〇 ー ー ー ー

電池・充電池等のごみ出し方法の見直しと周知に
ついての陳情

趣
旨
採
択

趣 趣 趣 趣 趣 趣 趣 趣 趣 趣 趣 趣 趣 ー 趣 趣 趣 趣 趣

※委員会で不採択と決した６件の請願・陳情は、本会議で採択について諮ったため、それ以外の意思表示は諮らず、「―」で表記されています。
※委員会で趣旨採択と決した１件の陳情は、本会議で趣旨採択について諮ったため、それ以外の意思表示は諮らず、「―」で表記されています。
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反
対
!!

賛
成
!!

総務委員会

1 議案が提出された背景 2 主な答弁

3 議案に対する主な意見
 

従来の団員の定員が割れているとのこともしっかり確保
していただきたいです。若い力を借りることは今後必要
です。豊明市でもどこの分団もなり手不足が顕著になっ
ております。この機能別団員を活用していただきたいで
す。
少しでも若い新しいひとの協力を仰いで市民の安心安全
を確保していただきたいです。賛成。

 

議案第88号豊明市消防団条例の
一部改正について

この案を提出するのは、豊明市消防団に機能別団員制度
を創設するため必要があるからです。第４条において、
団員の種類を基本団員及び機能別団員といたします。第
２項において、基本団員の定員を181人とし、第３項で機
能別団員を市長が定める特定の消防事務を処理する団員
とし、定員を30人といたします。第４項で及び第５項で、
公務災害補償と退職報奨金の支給に関する共済掛金を算
定するための定員を定めます。

■機能別団員というのは、能力や個人の事情に応じて特
定の活動のみ参加する消防団員の制度です。

■団員は18歳以上の方を対象にしていますので、大学生
が対象です。訓練等に出動した場合、日額3,500円を支
払う予定です。

■大学１年生、２年生、３年生で各10名の想定です。
■市内に在住されている方でしたら入団可能としています。

全会一致により、原案のとおり可決
しました。

健康福祉委員会

1 議案が提出された背景 2 主な答弁

3 議案に対する主な意見
 

 

令和８年４月分より子ども子育て支援金制度の実施に伴い、
国民健康保険による賦課徴収を適切に運用するためのシス
テム改修を開始します。全世代から支援金の拠出を受け、
子育て世帯に対する給付の拡充を行う制度です。システム
改修は賦課徴収という複雑性と対象者により異なる賦課を
かけるものであり、納付書等も全て変更となるので、今回
の改修費用は約1,167万円の予算規模として設定されてい
ます。

■年齢によって税率については異なります。
■令和８年度の支援金額は月額250円、そこから段階的に

上げていくこととされており、令和10年度までに月額 
400円程度とされております。

■一般会計より遅れての上程は１月からの改修対応で間
に合うということを確認済み。

賛成多数で可決。支援金を徴収するた
めの必要なシステム改修です。

建設文教委員会

1 議案が提出された背景 2 主な答弁

3 議案に対する主な意見
 

 

の意見
防災機能の拠点だとか健康医療福祉地区で高度な医療の
研究開発というのは大いにすごいことだと思うが、一番
に求めたいことは、豊明の将来の発展にどうつながって
行くかが肝になると思う。本会議質疑や委員会での答弁
を聞き、それが描き切れていないと感じるので反対。

豊明市地区計画の区域内における建築物
の制限に関する条例の一部改正について

令和７年度豊明市国民健康保険
特別会計補正予算（第２号）について

この案を提出するのは、健康医療福祉拠点の実現のため、
地区計画区域内における建築物及びその敷地に制限を定
めるために必要があるからです。

■建築制限によって周辺住民や土地利用者への影響は、
開発や整備での変化で、周辺の交通環境、環境面、地
域住民の生活に相応の影響を及ぼすことは十分に考え
られる。その点に配慮した条例の改正である。

■都市計画提案制度提出前に藤田学園から地域住民、地
権者に説明がされた。詳細は、決まり次第説明をする、
と回答があった。今後必要に応じて地域住民等への説
明会等で合意形成が図られるものと認識している。

 

賛成多数により、可決しました。

主な
議案審査

の
中から

病院や福祉施設、防災拠点などが整備されることで、市
民にとって安心して暮らせる基盤が整うことは大きな意
義があるので賛成。

〇の意見

の意見
国会でもいろいろ問題視しており、独身税ではないかと
いうことで廃止等も検討されています。支援金という名
のもとに事実上増税するような形になる。制度自体に賛
成しかねるので反対。

〇の意見
複雑なシステム改修になるということで、今回の議案は
システム改修の是非を問うものであり、ある程度の額は
仕方ないと感じて賛成。

〇の意見
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一 般 質 問
行政のいろいろな問題や施策に対する考え方について17名
の議員が質問に立ちました。その内容（要約）は次のとお
りです（文責は各議員にあります）。
詳しくは各議員の欄にあるQRコードから動画をご覧くだ
さい。

行政のいろいろな問題や施策に対する考え方について17名
の議員が質問に立ちました。その内容（要約）は次のとお
りです（文責は各議員にあります）。
詳しくは各議員の欄にあるQRコードから動画をご覧くだ
さい。

海外の動きは承知している。テスト
の点が飛躍的な伸びはないが、学習
活動の広がりを実感。自分で必要な
学習を見つけ進めるように指導して
いる。部活動は民間委託業者へ委託
し教員の負担は軽減。タブレットは
長時間使用の弊害を示し、過度な使
用とならないように留意し指導して
いる。

ICT教育と働き方改革について
いとう　ひろし　議員

質問の趣旨

塾の先生等から、漢字が書けな
い、書き順違いや汚文字な生徒
が増えている話を伺いました。
・辞書を引く→語彙力と忍耐力
・何度も書く→書き順や記憶力
・討論する→人間関係や会話力
が養われると思います。何をＩ
ＣＴに任せ、何をアナログで残
すか。時間を掛ける学びまでも
が効率化している気がします。

海外の教育先進国は日本より早くに
タブレットを利用した教育に取り組
んだが、現在は紙ベースに戻ってい
るが御存じか。児童生徒の学力は上
がっているのか。宿題のない学校が
あるが、学力に差は出ないか。部活
動が減り、教員の働き方改革は進ん
でいるのか。タブレットが児童生徒
の心身への影響は。

コメント答弁

障害の有無に関わらず、孤立せずそ
の人らしい生活を送れ、誰一人取り
残さないまちづくりを目指す。要望
があれば市窓口で話を伺う。手話通
訳者がいる状態が望ましいが常時配
置は難しい状況。職員は職務を全う
しながら自己研さんできるよう指導
していく。県条例に沿って普及を進
め単独条例の制定を含め考えていく。

手話に関する本市の施策事業の推進を求めて
　　　　　　　～誰もが社会参画できる体制づくりを～

ふじえ　真理子　議員

質問の趣旨

外国語に加え手話も一つの言語
として市が率先垂範で広めよう。
パフォーマンスではなく、手話
対応可能な職員養成、積極的に
アプリ活用、避難所等にコミュ
ニケーション支援ボード配布な
ど当事者に届く手立てを！受け
身でなく当事者へのアプローチ
を。ほか、住宅防犯対策用具設
置補助メニューの充実を求めた。

手話施策推進法が昨年６月に施行。
本市の最上位目標と取組の現状は。
身体障害者手帳（聴覚）所持者の生
活実態把握のために手話言語に関す
るアンケート調査を求めた。避難所
にコミュニケーション支援ボードの
設置、手話で初動対応できる職員の
養成を提案。手話言語条例（仮称）
制定について市の考えを聞いた。

コメント答弁
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豆
知
識
①
通
年
議
会
と
は…

本
市
議
会
で
は
、
５
月
か
ら
翌
年
４
月
ま
で
の
年
１
回
を
定
例
会
の
会
期
と
し
て
い
ま
す
。
ほ
ぼ
１
年
間
を
通
じ
て
議
会
が
開
会
し
て
い
る
の
で
、
災
害
な
ど
突
発
的
な
事
案
に
も
速
や
か
に
対
応
で
き
ま
す
。

大規模地震発生直後に自宅トイレを
使用する際は、トイレや配管等の損
傷を確認し、市役所の情報で下水道
が使用出来るかを確認後、使用して
いただきます。簡易トイレ（ワンタ
ッチトイレ）は、各避難所に７セッ
トから11セット備蓄してあります。
トイレカーは、各避難所に１台ず
つ、合計13台確保します。

災害時におけるトイレ事情について

質問の趣旨

本市においては、下水道の耐震
化、各避難所への簡易トイレ等
の備蓄、マンホールトイレの整
備、トイレカーの配備など着実
に整備がされていると認識しま
した。しかし、実際には様々な
状況が想定されますので、先ず
は、各家庭でも簡易トイレ、若
しくはビニール袋とし尿を固め
る凝固剤の用意が必要です。

災害、特に大規模地震が発生した際
に重要な項目の一つとして、トイレ
環境が挙げられます。トイレの使用
を控える事が、体調を崩す原因にも
なります。災害が起これば、トイレ
も被災します。健康を守るためには、
安心して使用できるトイレが必要で
す。本市の災害時におけるトイレ事
情について質問しました。

コメント答弁

服部　龍一　議員

使用後の電池・充電池の分け方・出し方について

全ての電池類の処分方法につい
て、市民の方にとって出しやす
く分かりやすい仕組みが必要で
す。早急に事業化を実現してい
ただきたいですが、収集車や東
部知多クリーンセンターで万が
一火災事故が起きた場合、市民
生活に影響が出ないようお願い
しました。ほかに公園の今後の
在り方について質問しました。

リチウムイオン電池を内蔵したモバ
イルバッテリーが発火、発煙する事
案が全国で相次いでいます。また、
本市においてはボタン電池、コイン
電池、モバイルバッテリー等の回収
方法がいろいろ異なっており、処分
にお困りの市民の方がいます。どう
いった検討課題や事業計画があるの
かを質問しました。

モデル収集事業の結果を踏まえて、
今後の電池類の捨て方やその区分を、
市民の方が迷わずに安全に出してい
ただけるように見直してまいります。
収集時におきましても、東部知多ク
リーンセンターでの火災事故が起き
ない回収方法を検討し、事業を計画
してまいります。

コメント質問の趣旨 答弁

武谷　としお　議員

2026年予算要望など (市長への予算要望書などから)

その他の質問は、
・側溝の整備や白線引直し、街
路樹の草刈り

・ドローンを活用した防災対策
・チョイソコとよあけ停留所増
・見守り隊の人へ夏冬への支援
・外国籍の人へ日本語指導強化

令和７年度に豊明乱舞さん、愛笑む
さんを広報大使、豊明高校イラスト
レーション部を観光大臣に委嘱した。
委嘱された方々が、やる気になって
継続的に豊明市をPRしていただく
ようなサポートを考えているか。

豊明市広報大使は、それぞれの芸能
活動の中で、実績を基に委嘱してい
る。豊明市のPRを伴う芸能活動な
どで、サポートが必要な場合には、
個別に相談して支援を決めていきた
い。
豊明市観光大臣は、引き続き幅広く、
ごみ分別や公共交通、防災防犯など
へ啓発活動の了解をいただいている。

コメント質問の趣旨 答弁

三浦　桂司　議員

豊
明
夏
ま
つ
り
で
広

報
大
使
に
委
嘱
を
さ

れ
た
、愛
笑
む
さ
ん
、

豊
明
乱
舞
さ
ん
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豆
知
識
③
定
足
数
と
は…

会
議
を
開
く
と
き
に
最
低
限
必
要
な
人
数
の
こ
と
で
す
。

ヘルプマークと同様に、ヘルプシー
ルを身につけている物へ貼ることに
よってどのような支援を必要として
いるか知る事につながると考える。
理解してほしいことや配慮してほし
いことを言葉にしたコミュニケーシ
ョン支援として有効な手だてのひと
つとなっていることから、本市も導
入することを前向きに検討していく。

「ヘルプシール」の導入について
鈴木　智和　議員

質問の趣旨

先行自治体の知見を生かしつつ、
豊明市としての工夫ができる余
地を検討し、追加の予算措置も
必要とせず、既存の仕組みを最
大限に活用しながら進めていこ
うとする点に、担当課の努力と
創意工夫、「豊明オリジナル」を
創り上げたいという気持ちを感
じた。他、「電話リレーサービ
ス」の周知について質問した。

本市では既にヘルプマークやヘルプ
カードの配布、周知に取り組んでい
る。しかし、日常生活の中で、もっ
と手軽に、もっと見やすい形で意思
表示ができる方法があれば支援の輪
はさらに広がる。そこで「ヘルプシ
ール」を導入すれば、障がいのある
方や支援を必要とする方への外出や
行動の環境づくりになる。

コメント答弁

・重要な取組であると認識しているが、
市民の認知度については低い状態で
ある。

・定期的に研修を行い、看護師が講演
会を行ったり、勉強会も行いました。

・平成30年から作成し、１万冊配布し、
令和７年度分を増刷、配布を開始。

・ホームページで啓発、11月30日の人
生会議の日の機会を捉え広報で周知。
講演会についても検討する。

人生会議の普及・啓発について

質問の趣旨

・人生会議とは、ACP（アドバ
ンス・ケア・プランニング）と言
います。自分の最期が近づいてき
た時の医療・介護について前もっ
て考え、日ごろから家族と話し合
うことを言います。
この他に「薬物乱用から若者を守
るために」について質問を行いま
した。

・人生会議（ACP）の認識・市民の
認知度について伺う。

・医療・介護従事者に対するACP研
修の実施について伺う。

・エンディングノートの使用状況に
ついて伺う。

・市民向けの広報・講演会の実施につ
いて伺う。

コメント答弁

一色　美智子　議員

独居高齢者は今後10年で約500人増
える見通し。相談窓口には既に困り
ごとが現実化しているケースが多い。
エンディングノートは40代からでも
活用可能。「長寿の学び場」は年10回
開催。要介護認定前の高齢者に向け
講座を実施。エンディングノートの
普及啓発や市民の関心に沿った講座
内容としていく。

これからの人生設計に向けた意識啓発について

質問の趣旨

誰にも迷惑をかけず最期まで完
結させることは不可能です。だ
からこそ元気なうちの備えが必
要です。意思を伝えられなくな
った時家族や救急隊が的確に判
断できる“自助”の取組として、
緊急情報や自分の希望する対応
等を、記入した自分管理ノート
を任意で玄関先に置く“豊明ル
ール”を提案した。

高齢化による、介護や生活支援を要
する方への対応が必要。「支援が必要と
なる前の層」への意識づけも重要。独
居高齢者や子のいない夫婦など、将
来の生活を自ら設計しなければなら
ない層に対し情報提供と啓発を行う
必要がある。“自分のこれから”“最
期をどう迎えるか”は「自分らしく生
きること」に繋がる。

コメント答弁

岡島　ゆみこ　議員

市長の答弁として、先日、会議体に
おいて私の考えを伝えました。傍聴
しやすい状況をつくるのがあたり前
なので、それは徹底させます。傍聴
しやすい環境を私たちは努力してつ
くり、市民の方々が市政参画しやす
い環境をつくることはあたり前の
我々の責務なので、そういうふうに
してまいりたいと考えております。

市民に開かれた審議会・委員会等にするために
こんどう　のぶお　議員

質問の趣旨

他県では最後に傍聴者にも意見
を求めて聞く自治体もあります。
市民公募も傍聴者も同じ市民で
あります。興味があるから来て
いるのです。多様な意見を聞く
姿勢を目指していただきたいと
思います。また、結婚、子育て
世代が将来にわたる展望を描け
る環境についても質問しました。

８月にマスタープラン策定委員会が
開催されました。知人の到着は開始
時間２分前で傍聴不可と言われ困惑
されていました。委員会に諮りやっ
と許可されました。傍聴する市民は
警戒されているのではと感じたそう
です。市民に開かれ意見が飛び交う
審議会・委員会にするために情報の
あり方・方法等について質問します。

コメント答弁

今現在は、自治体間交流が縮小され
ていますが、今後豊根村から豊明市
側に団体の出演依頼があれば、上高
根棒の手保存会にお願いする方針で
います。
欅は並木効果で景観に統一感をあた
えていますが、老木、大木化してい
て維持管理費もかかり、枯れ木や老
木を撤去する場合もあります。

１．豊根村との自治体交流について ２．豊明市の「木」欅の将来の位置づけについて
月岡　修一　議員

質問の趣旨

豊根村の人口減少が進んでいま
す。豊根村との交流が以前のよ
うに盛んに行われることを願っ
ています。
欅は、年１回樹形を整えるため
に透かし剪定にて維持管理をし
ているとのこと。是非とも台風
災害等による老木の倒壊にも配
慮した維持管理をお願いしたい。

令和８年度は上高根棒の手の皆さん
が豊根村に交流に行かれる予定と聞
いています。是非とも棒の手の演舞
者の皆さんを豊根村に派遣していた
だきたい。
豊明市の「木」欅の将来の位置づけに
ついてどのように考えているのか。
植栽から50年が経過し台風などで倒
木の可能性もあり質問した。

コメント答弁
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議
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は
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議
員
定
数
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12
分
の
１
以
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（
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明
市
議
会
で
は
２
名
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）
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も
っ
て
、
条
例
の
制
定
、
改
廃
等
に
つ
い
て
議
会
に
議
案
を
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出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
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様々な方に協力いただき、居場所の
掘り起こしをしている。民間フリー
スクールの出席扱いの基準は必要と
考えるが、出席方法が曖昧な部分も
あり、難しい作業と考えている。近
隣自治体で補助の事例も承知してい
る。オンライン学習の出席制度につ
いては十分な認識はなく、研究して、
今後の課題としていきたい。

こどもたちに多様な学びの場の充実を
林　ゆきひろ　議員

質問の趣旨

市内民間フリースクールは１か
所のみ把握。出席基準も未整備。
授業料補助やオンライン学習の
出席制度も全国的に広がりつつ
ありますが、本市ではまだ検討
段階。スマホ条例よりも本件を
早急に取り組むべきです。その
他、間米南部開発の進捗状況や
公共交通計画の抜本的見直しに
ついて質問しました。

不登校児童生徒が増加する中、全て
のこどもたちに教育を受ける機会が
必要です。豊明市では校内フリース
クール等を実施しているものの、学
校外の学びの場を利用するケースは
極めて少ない状況です。多様な学び
の場の掘り起こしやガイドラインの
整備等、こどもたちの学べる環境の
整備を求めて質問しました。

コメント答弁
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豆
知
識
③
定
足
数
と
は…

会
議
を
開
く
と
き
に
最
低
限
必
要
な
人
数
の
こ
と
で
す
。

ヘルプマークと同様に、ヘルプシー
ルを身につけている物へ貼ることに
よってどのような支援を必要として
いるか知る事につながると考える。
理解してほしいことや配慮してほし
いことを言葉にしたコミュニケーシ
ョン支援として有効な手だてのひと
つとなっていることから、本市も導
入することを前向きに検討していく。

「ヘルプシール」の導入について
鈴木　智和　議員

質問の趣旨

先行自治体の知見を生かしつつ、
豊明市としての工夫ができる余
地を検討し、追加の予算措置も
必要とせず、既存の仕組みを最
大限に活用しながら進めていこ
うとする点に、担当課の努力と
創意工夫、「豊明オリジナル」を
創り上げたいという気持ちを感
じた。他、「電話リレーサービ
ス」の周知について質問した。

本市では既にヘルプマークやヘルプ
カードの配布、周知に取り組んでい
る。しかし、日常生活の中で、もっ
と手軽に、もっと見やすい形で意思
表示ができる方法があれば支援の輪
はさらに広がる。そこで「ヘルプシ
ール」を導入すれば、障がいのある
方や支援を必要とする方への外出や
行動の環境づくりになる。

コメント答弁

・重要な取組であると認識しているが、
市民の認知度については低い状態で
ある。

・定期的に研修を行い、看護師が講演
会を行ったり、勉強会も行いました。

・平成30年から作成し、１万冊配布し、
令和７年度分を増刷、配布を開始。

・ホームページで啓発、11月30日の人
生会議の日の機会を捉え広報で周知。
講演会についても検討する。

人生会議の普及・啓発について

質問の趣旨

・人生会議とは、ACP（アドバ
ンス・ケア・プランニング）と言
います。自分の最期が近づいてき
た時の医療・介護について前もっ
て考え、日ごろから家族と話し合
うことを言います。
この他に「薬物乱用から若者を守
るために」について質問を行いま
した。

・人生会議（ACP）の認識・市民の
認知度について伺う。

・医療・介護従事者に対するACP研
修の実施について伺う。

・エンディングノートの使用状況に
ついて伺う。

・市民向けの広報・講演会の実施につ
いて伺う。

コメント答弁

一色　美智子　議員

独居高齢者は今後10年で約500人増
える見通し。相談窓口には既に困り
ごとが現実化しているケースが多い。
エンディングノートは40代からでも
活用可能。「長寿の学び場」は年10回
開催。要介護認定前の高齢者に向け
講座を実施。エンディングノートの
普及啓発や市民の関心に沿った講座
内容としていく。

これからの人生設計に向けた意識啓発について

質問の趣旨

誰にも迷惑をかけず最期まで完
結させることは不可能です。だ
からこそ元気なうちの備えが必
要です。意思を伝えられなくな
った時家族や救急隊が的確に判
断できる“自助”の取組として、
緊急情報や自分の希望する対応
等を、記入した自分管理ノート
を任意で玄関先に置く“豊明ル
ール”を提案した。

高齢化による、介護や生活支援を要
する方への対応が必要。「支援が必要と
なる前の層」への意識づけも重要。独
居高齢者や子のいない夫婦など、将
来の生活を自ら設計しなければなら
ない層に対し情報提供と啓発を行う
必要がある。“自分のこれから”“最
期をどう迎えるか”は「自分らしく生
きること」に繋がる。

コメント答弁

岡島　ゆみこ　議員

市長の答弁として、先日、会議体に
おいて私の考えを伝えました。傍聴
しやすい状況をつくるのがあたり前
なので、それは徹底させます。傍聴
しやすい環境を私たちは努力してつ
くり、市民の方々が市政参画しやす
い環境をつくることはあたり前の
我々の責務なので、そういうふうに
してまいりたいと考えております。

市民に開かれた審議会・委員会等にするために
こんどう　のぶお　議員

質問の趣旨

他県では最後に傍聴者にも意見
を求めて聞く自治体もあります。
市民公募も傍聴者も同じ市民で
あります。興味があるから来て
いるのです。多様な意見を聞く
姿勢を目指していただきたいと
思います。また、結婚、子育て
世代が将来にわたる展望を描け
る環境についても質問しました。

８月にマスタープラン策定委員会が
開催されました。知人の到着は開始
時間２分前で傍聴不可と言われ困惑
されていました。委員会に諮りやっ
と許可されました。傍聴する市民は
警戒されているのではと感じたそう
です。市民に開かれ意見が飛び交う
審議会・委員会にするために情報の
あり方・方法等について質問します。

コメント答弁

今現在は、自治体間交流が縮小され
ていますが、今後豊根村から豊明市
側に団体の出演依頼があれば、上高
根棒の手保存会にお願いする方針で
います。
欅は並木効果で景観に統一感をあた
えていますが、老木、大木化してい
て維持管理費もかかり、枯れ木や老
木を撤去する場合もあります。

１．豊根村との自治体交流について ２．豊明市の「木」欅の将来の位置づけについて
月岡　修一　議員

質問の趣旨

豊根村の人口減少が進んでいま
す。豊根村との交流が以前のよ
うに盛んに行われることを願っ
ています。
欅は、年１回樹形を整えるため
に透かし剪定にて維持管理をし
ているとのこと。是非とも台風
災害等による老木の倒壊にも配
慮した維持管理をお願いしたい。

令和８年度は上高根棒の手の皆さん
が豊根村に交流に行かれる予定と聞
いています。是非とも棒の手の演舞
者の皆さんを豊根村に派遣していた
だきたい。
豊明市の「木」欅の将来の位置づけに
ついてどのように考えているのか。
植栽から50年が経過し台風などで倒
木の可能性もあり質問した。

コメント答弁
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様々な方に協力いただき、居場所の
掘り起こしをしている。民間フリー
スクールの出席扱いの基準は必要と
考えるが、出席方法が曖昧な部分も
あり、難しい作業と考えている。近
隣自治体で補助の事例も承知してい
る。オンライン学習の出席制度につ
いては十分な認識はなく、研究して、
今後の課題としていきたい。

こどもたちに多様な学びの場の充実を
林　ゆきひろ　議員

質問の趣旨

市内民間フリースクールは１か
所のみ把握。出席基準も未整備。
授業料補助やオンライン学習の
出席制度も全国的に広がりつつ
ありますが、本市ではまだ検討
段階。スマホ条例よりも本件を
早急に取り組むべきです。その
他、間米南部開発の進捗状況や
公共交通計画の抜本的見直しに
ついて質問しました。

不登校児童生徒が増加する中、全て
のこどもたちに教育を受ける機会が
必要です。豊明市では校内フリース
クール等を実施しているものの、学
校外の学びの場を利用するケースは
極めて少ない状況です。多様な学び
の場の掘り起こしやガイドラインの
整備等、こどもたちの学べる環境の
整備を求めて質問しました。

コメント答弁
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公害の原因を特定し、基準内に収ま
るように指導していく。市として建
築基準法や都市計画法違反の疑いが
ある案件の存在は把握している。騒
音規制法、県条例、悪臭防止法に基
づく指導。状況により命令、勧告に。
必要な措置を講じて解決に向け取り
組んでいく。違法建築物も是正され
ない場合、それぞれの措置を行う。

事業所の騒音・粉塵などの公害を放置するな
浅井　たかお　議員

質問の趣旨

日常的に騒音や振動、悪臭、粉
塵を繰り返し発生させる事業所
が周辺にあると、安住の場であ
る自宅で心穏やかではいられな
くなってしまい、健康被害を含
めて、日々の生活に多大な支障
が出てくる。口頭だけの指導で
はいつまでも解決しない。期限
を区切って、県と連携してしっ
かり解決をしていただきたい。

地域の住民からいろいろな問題につ
いて相談がある。最も深刻な問題は、
事業所から出される騒音や振動など
の公害で、かなり長期にわたってお
り、その間に耐えられなくなった住
民が他へ引っ越す事態も発生。当該
事業者敷地内の建築物に違法建築の
疑いも指摘されているが状況が変わ
らず、市の対応について質問した。

コメント答弁

貸出し頻度が高いものは、テント、
椅子、テーブルなど。通常の使用で
不足するものは保有数を増やすこと
も今後検討したい。段ボールベッド
や簡易トイレなどを防災訓練等で貸
し出している。トイレカーは貸し出す
考えはないが、各種防災の出前講座
に市職員が運転して持込み、実際に
御利用いただくことは想定している。

コミュニティー備品など、市が保有する備品・資材・機材の貸出しについて
青木　けんじ　議員

質問の趣旨

市が保有する備品などは、せっ
かくなので多くの方々に有効に
使っていただきたい。災害時用
の資機材も平時にも触れて慣れ
ていただくことも有益ではない
か。トイレカーを業者から借り
て利用している地域の夏祭りに
参加したが、お子さんや女性の
方からの評判が良かったと伺っ
た。

市が保有しているコミュニティー備
品などを市民や団体に貸出ししてい
るが、特に利用の高いものはどうい
ったものか。利用の多い品目につい
て保有数を増やす考えはないか。災
害時用の資機材を平時に貸し出すこ
とは出来ないか。市が保有予定のト
イレカーを他の公用車と同様に貸出
しすることは出来ないか。

コメント答弁

今後の取組については、民間
の保育園もございますので、それ
ぞれの園でも検討していただくこ
とになるかと考えます。公立園に
ついては、中堅保育士職を中心に、
現場で働く保育士と共に考えてま
いりますので、その検討の中から
具体的な改善の取組がなされる
ものと考えております。

保育士の処遇改善と業務負担の軽減について
中堀　りゅういち　議員

質問の趣旨

現場の声を尊重し、公立園の中堅
保育士を中心に具体的改善を検
討する方針は前向きだと考察い
たします。民間園との連携を含む
検討は、処遇改善と業務負担軽減
の実現に寄与すると期待します。
今後の透明な進捗に注視してま
いります。その他に「国・県から
の照会業務などの急増について」
を質問しました。

保育士は、子ども達の安心と健や
かな成長を見守る最前線の専門職
です。質の高い保育を豊明市民皆
様へ提供し続けるには、処遇改善
という根本的な対策と現場で過度
な負担を感じないよう業務を軽減
する取組が欠かせません。保育士
の声を最大限反映させることが肝
要と考察します。現状を鑑みて今
後の取組等はございますか。

コメント答弁

３輪、４輪の自転車とそれぞれの電
動アシスト自転車、シニアカーにつ
いては把握していないが、電動キッ
クボードのうち、特定小型原動機付
自転車は11月時点で24台。歩道は歩
行者優先で、シニアカーのために平
たんに近い部分を確保したり、勾配
を緩くしたりするような整備を実施
するよう心掛けている。

自転車とパーソナルモビリティについて
郷右近　修　議員

質問の趣旨

公共施設では３輪、４輪自転車、
特定小型原動機付自転車は駐輪
場に止めることができて、シニ
アカーは止める場所があるが、
乗り入れもできるということだ
った。安全で円滑な交通を実現
するには、主要な道路全てに自
転車通行帯を整備し、余裕のあ
る都市構造にする必要があるの
ではないかと考えた。

高齢化が進み、移動支援という考え
方が社会に広がっている。車両を公
的に運行する公共交通の充実は必要
だが、自分で必要な行動をしたいと
考える高齢者も多い。「昨今の一人で
移動すること」に用いられる車両の
保有状況や歩道についている傾斜の
こと、公共施設の駐車（駐輪）場所に
ついて質問した。

コメント答弁

区・町内会の現状と今後について

自治会の会員や役員のなり手不
足が深刻化しています。現役世
代が地域活動に参加する切っ掛
けをつくり、成功している自治
体もあります。潜在的に地域活
動に参加する意識が高い方々も
多くいらっしゃるため、人材資
源の発掘は急務と感じます。多
世代で自治会を盛り上げ、持続
させるべきであると考えます。

自治会は私たちが安心して暮らすた
めに必要不可欠な存在で、不安な場
合に頼りになるのは近所の人たちで
す。また、各行政区には市の事務の
一部を委任しているため、市行政の
円滑な運営のため重要な役割を果た
しております。持続可能なまちづく
りのため、いま何が必要なのか把握
しなければなりません。

業務負担軽減において、市からの依
頼事項では、会議回数の削減など環
境は改善されていると考えています。
地域で行っている会議や行事の頻度
各種当番のあり方については効率的
な組織運営や事業内容となるよう区
長連合会の場を活用して、各種好事
例の共有を促し運営方法等の改善に
つながるよう支援を続けたい。

コメント質問の趣旨 答弁

鵜飼　貞雄　議員

おむつの選び方や正しい使い方等、
おむつに関する基本的な知識と、お
むつの装着に関する普及と啓発は大
変重要であるという認識をしており
ます。家族介護者向けの介護教室を
はじめ、一般介護予防事業で地域サ
ロン等を通じて、おむつの知識等の
啓発をしてまいりたいと考えます。

大人用おむつ選びの専門家育成と、「おむつ講座」開催について。
堀内　ちほ　議員

質問の趣旨

昔、30年ほど前、私と母は、まだ
「認知症」という病名も無い時
代、自宅で「痴呆」と呼ばれる祖
父の介護をしていました。体の
小さな母に大きな体の祖父のお
むつ交換は、とても大変なもの
でした。でも、コツさえ覚えれ
ば、介護する側もされる側も楽
になるものなのです。

「おむつフィッター」、「おむつマイス
ター」は、排泄ケアに関する知識を
持つ人です。先日、知人が末期がんを
宣告され自宅療養を選択されました。
老老介護が始まり、家族は力任せでお
むつの着脱をされ、腰痛となってしま
いました。本市でもおむつの知識を身
に着ける講習会等の開催のお考えは。

コメント答弁
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公害の原因を特定し、基準内に収ま
るように指導していく。市として建
築基準法や都市計画法違反の疑いが
ある案件の存在は把握している。騒
音規制法、県条例、悪臭防止法に基
づく指導。状況により命令、勧告に。
必要な措置を講じて解決に向け取り
組んでいく。違法建築物も是正され
ない場合、それぞれの措置を行う。

事業所の騒音・粉塵などの公害を放置するな
浅井　たかお　議員

質問の趣旨

日常的に騒音や振動、悪臭、粉
塵を繰り返し発生させる事業所
が周辺にあると、安住の場であ
る自宅で心穏やかではいられな
くなってしまい、健康被害を含
めて、日々の生活に多大な支障
が出てくる。口頭だけの指導で
はいつまでも解決しない。期限
を区切って、県と連携してしっ
かり解決をしていただきたい。

地域の住民からいろいろな問題につ
いて相談がある。最も深刻な問題は、
事業所から出される騒音や振動など
の公害で、かなり長期にわたってお
り、その間に耐えられなくなった住
民が他へ引っ越す事態も発生。当該
事業者敷地内の建築物に違法建築の
疑いも指摘されているが状況が変わ
らず、市の対応について質問した。

コメント答弁

貸出し頻度が高いものは、テント、
椅子、テーブルなど。通常の使用で
不足するものは保有数を増やすこと
も今後検討したい。段ボールベッド
や簡易トイレなどを防災訓練等で貸
し出している。トイレカーは貸し出す
考えはないが、各種防災の出前講座
に市職員が運転して持込み、実際に
御利用いただくことは想定している。

コミュニティー備品など、市が保有する備品・資材・機材の貸出しについて
青木　けんじ　議員

質問の趣旨

市が保有する備品などは、せっ
かくなので多くの方々に有効に
使っていただきたい。災害時用
の資機材も平時にも触れて慣れ
ていただくことも有益ではない
か。トイレカーを業者から借り
て利用している地域の夏祭りに
参加したが、お子さんや女性の
方からの評判が良かったと伺っ
た。

市が保有しているコミュニティー備
品などを市民や団体に貸出ししてい
るが、特に利用の高いものはどうい
ったものか。利用の多い品目につい
て保有数を増やす考えはないか。災
害時用の資機材を平時に貸し出すこ
とは出来ないか。市が保有予定のト
イレカーを他の公用車と同様に貸出
しすることは出来ないか。

コメント答弁

今後の取組については、民間
の保育園もございますので、それ
ぞれの園でも検討していただくこ
とになるかと考えます。公立園に
ついては、中堅保育士職を中心に、
現場で働く保育士と共に考えてま
いりますので、その検討の中から
具体的な改善の取組がなされる
ものと考えております。

保育士の処遇改善と業務負担の軽減について
中堀　りゅういち　議員

質問の趣旨

現場の声を尊重し、公立園の中堅
保育士を中心に具体的改善を検
討する方針は前向きだと考察い
たします。民間園との連携を含む
検討は、処遇改善と業務負担軽減
の実現に寄与すると期待します。
今後の透明な進捗に注視してま
いります。その他に「国・県から
の照会業務などの急増について」
を質問しました。

保育士は、子ども達の安心と健や
かな成長を見守る最前線の専門職
です。質の高い保育を豊明市民皆
様へ提供し続けるには、処遇改善
という根本的な対策と現場で過度
な負担を感じないよう業務を軽減
する取組が欠かせません。保育士
の声を最大限反映させることが肝
要と考察します。現状を鑑みて今
後の取組等はございますか。

コメント答弁

３輪、４輪の自転車とそれぞれの電
動アシスト自転車、シニアカーにつ
いては把握していないが、電動キッ
クボードのうち、特定小型原動機付
自転車は11月時点で24台。歩道は歩
行者優先で、シニアカーのために平
たんに近い部分を確保したり、勾配
を緩くしたりするような整備を実施
するよう心掛けている。

自転車とパーソナルモビリティについて
郷右近　修　議員

質問の趣旨

公共施設では３輪、４輪自転車、
特定小型原動機付自転車は駐輪
場に止めることができて、シニ
アカーは止める場所があるが、
乗り入れもできるということだ
った。安全で円滑な交通を実現
するには、主要な道路全てに自
転車通行帯を整備し、余裕のあ
る都市構造にする必要があるの
ではないかと考えた。

高齢化が進み、移動支援という考え
方が社会に広がっている。車両を公
的に運行する公共交通の充実は必要
だが、自分で必要な行動をしたいと
考える高齢者も多い。「昨今の一人で
移動すること」に用いられる車両の
保有状況や歩道についている傾斜の
こと、公共施設の駐車（駐輪）場所に
ついて質問した。

コメント答弁

区・町内会の現状と今後について

自治会の会員や役員のなり手不
足が深刻化しています。現役世
代が地域活動に参加する切っ掛
けをつくり、成功している自治
体もあります。潜在的に地域活
動に参加する意識が高い方々も
多くいらっしゃるため、人材資
源の発掘は急務と感じます。多
世代で自治会を盛り上げ、持続
させるべきであると考えます。

自治会は私たちが安心して暮らすた
めに必要不可欠な存在で、不安な場
合に頼りになるのは近所の人たちで
す。また、各行政区には市の事務の
一部を委任しているため、市行政の
円滑な運営のため重要な役割を果た
しております。持続可能なまちづく
りのため、いま何が必要なのか把握
しなければなりません。

業務負担軽減において、市からの依
頼事項では、会議回数の削減など環
境は改善されていると考えています。
地域で行っている会議や行事の頻度
各種当番のあり方については効率的
な組織運営や事業内容となるよう区
長連合会の場を活用して、各種好事
例の共有を促し運営方法等の改善に
つながるよう支援を続けたい。

コメント質問の趣旨 答弁

鵜飼　貞雄　議員

おむつの選び方や正しい使い方等、
おむつに関する基本的な知識と、お
むつの装着に関する普及と啓発は大
変重要であるという認識をしており
ます。家族介護者向けの介護教室を
はじめ、一般介護予防事業で地域サ
ロン等を通じて、おむつの知識等の
啓発をしてまいりたいと考えます。

大人用おむつ選びの専門家育成と、「おむつ講座」開催について。
堀内　ちほ　議員

質問の趣旨

昔、30年ほど前、私と母は、まだ
「認知症」という病名も無い時
代、自宅で「痴呆」と呼ばれる祖
父の介護をしていました。体の
小さな母に大きな体の祖父のお
むつ交換は、とても大変なもの
でした。でも、コツさえ覚えれ
ば、介護する側もされる側も楽
になるものなのです。

「おむつフィッター」、「おむつマイス
ター」は、排泄ケアに関する知識を
持つ人です。先日、知人が末期がんを
宣告され自宅療養を選択されました。
老老介護が始まり、家族は力任せでお
むつの着脱をされ、腰痛となってしま
いました。本市でもおむつの知識を身
に着ける講習会等の開催のお考えは。

コメント答弁
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アラカルト

■戸田市健康福祉部健康長寿課
【「介護ロボット等導入支援事業」視察】
　埼玉県戸田市では、介護現場の人手不足や職員の負担軽
減を目的に、介護ロボットやＩＣＴ機器の導入を支援す
る補助制度を設けています。県の制度より対象を広く、
申請期間も通年とすることで、小規模事業所でも利用し
やすく工夫されています。補助上限は一事業所あたり10
万円。導入は主に情報共有を目的としたＩＣＴ機器が中
心で、今後は周知の工夫が課題です。若い世代が多い戸
田市でも将来的な介護人
材の確保が課題とされてお
り、早期の対策として先進
的な取組と感じました。

■大田区福祉部　福祉管理課
【「老いじたく情報登録事業」視察】
　東京都大田区では、本人が意思を伝えられなくなった場
合に備え、医療や終末期の希望、遺言書やエンディング
ノートの保管場所などを区に登録できる「老いじたく情
報登録事業」を令和６年から開始しました。登録情報は、
医療機関や警察、区の福祉機関などが必要時に照会でき、
本人の意思を尊重した支援につながります。高齢者の単
身・夫婦世帯の増加を背景に始まった制度で、全国でも
先進的な取組です。区民か
らも好評で、安心して人生の
最終段階を迎える仕組みづ
くりとして注目されます。

豊明市・上松町友好自治体議員合同研修会 11/５・６令和
７年

　11月５・６日に第16回友好自治体議員合同研修会が
長野県上松町にて開催され参加させていただきました。
本市からは議員11名が参加しました。上松町は、長野県
の南西部のほぼ中央に立地し東西に長い地形で人口は
約3,800名。今冬では熊の被害が報告されていました。
水源豊かな河川と渓谷と木曽の豊かな水量を利用して
水力発電の売電を行っていました。また、農業、林業の
再生や空き家再生事業や養豚事業を始めており、豚の
出荷頭数は年間２万４千頭の出荷をしていました。
　１日目は、木曽産のヒノキ造りの庁舎で意見交換会を
行いました。上松町からは、本市の議会報告会や意見
交換会への取組の質問がありました。本市からは自然
エネルギ―の活用について多くの質問をしました。

　２日目は、寝覚の床周辺の整備状況及び赤沢自然休
養林と第63回御杣始祭会場の見学、また赤沢会館に
て御杣始祭の動画による説明がありました。
　木曽森林管理課長の説明では、1300年の間20年に
１回、伊勢神宮の厳しい基準に合格した御神木を納め
ており、木曽のヒノキは寒さに耐え他の地域よりも固い
ことで有名ということでした。管理上工夫していること
は、野生動物に傷付けられないように赤いテープを巻
いているということも説
明していただきました。 
　本市においても、古く
続く伝統文化を守って行
く決意をしました。

総務委員会視察報告 10/20・21令和
７年

■千葉県八街市　八街市役所
　地域資源を生かした「市民協働のまちづくり事業」
について伺いました。市では、まちづくりの情報を集
め、市民、活動団体、事業者、行政などと協働でまち
づくりを推進する総合窓口「PiT」を設置していま
す。採択団体には最大50万円の補助金を交付し、子
育て支援や高齢者見守りなど幅広い活動を展開して
います。行政が一歩引き、市民が主役となって地域
づくりを進める姿勢が印象的でした。豊明市でも、
市民提案を起点とした活動
の推進及び支援の仕組みづ
くりを検討する上で、大い
に示唆を得る視察となりま
した。

■東京都葛飾区　葛飾区役所
　「すぐやる課」について伺いました。区民からの苦
情・要望に即応するため平成22年に設置され、現場
主義・即応主義を徹底し、蜂の巣駆除や道路補修な
ど生活密着型の課題に当日中の完了率85％で対応し
ています。職員の使命感と現場判断力に支えられ、
区民満足度と行政への信頼を高めています。単なる
苦情処理ではなく、区民と行政の信頼関係を再構築
する現場発信型の仕組みであり、豊明市でも市民活
動の推進及び支援とデジタルツールを活用した“豊
明流すぐやる課”の導入を検討する価値があると感
じました。市民の声を素早く受け止め、庁内横断的
に解決へ導く体制を整えることで、より住民に寄り
添う行政運営が期待できます。

建設文教委員会視察報告 10/28・29令和
７年

■東京都杉並区　杉並区役所
　杉並区の小中一貫校について、地域連携コミュニティ
ースクールについての視察を行った。小中一貫教育で
は「自立して社会で生き、豊かな人生を送るための基
盤の構築」を目的として、小中一貫校だけでなく、す
べての学校が杉並区小中一貫教育基本方針をもとに小
中一貫教育を推進して、義務教育９年間を連続的な学
びの中で学校教育を充実させている。地域連携コミュ
ニティースクールにおいては、学校・地域・保護者が
一体となって学校支援を行って
おり、学区外同士の連携も活発
で隣接校、学区域が重なる小中
学校でも開催している。

■静岡県静岡市　静岡市役所
　静岡市が取り組む、公民連携による脱炭素先行地域づ
くりについての視察を行った。静岡市では2030年度ま
でに、2013年度比温室効果ガス排出量51%削減、長期目
標として2050年温室効果ガス排出実質ゼロ（カーボン
ニュートラル）という目標を掲げている。脱炭素先行
地域として、清水駅東口エリア、日の出エリア、恩田
原・片山エリアの３エリアを選定し、太陽光、蓄電池、
EMS等を導入し、電力消費に伴う実質ゼロの達成を
目 指 す。いず れ のエリア
においても、民 間 企 業が
中心となりながら整 備を
進めている。

健康福祉委員会視察報告 10/27・28令和
７年

委員長　岡島 ゆみこ　副委員長　中堀 りゅういち
委　員　鵜飼 貞雄　服部 龍一　林 ゆきひろ
　　　　清水 義昭　堀内 ちほ

委員長　青木 けんじ　副委員長　浅井 たかお
委　員　月岡 修一　毛受 明宏　一色 美智子
　　　　ふじえ 真理子　郷右近 修

委員長　鈴木 智和　副委員長　こんどう のぶお
委　員　いとう ひろし　武谷 としお　三浦 桂司
　　　　近藤 ひろひで

　皆さんの希望や意見を直接、市政に反映させ
るための手段として、だれでも請願書や陳情書
を議会に提出することができます。
　また、議員が議案などをどのように審議し、
議決しているかを見るために、議会を傍聴する
ことができます。

と市 民 市 会議

　請願書・陳情書は、市政についての要望などを
簡潔に記載し、提出年月日、提出者の住所・氏名を
書き、印を押したものを議長に提出することに
なっています。
　なお、請願書を提出するには、１人以上の議員
の紹介が必要です。（陳情書は、紹介議員は不要で
す。）

●請願及び陳情の提出方法

　本会議は、公開が原則で、どなたでも自由に傍
聴することができます。
　議場の傍聴席は、一般席が48席あります。

●本会議の傍聴

　委員会の一般傍聴と請願等に関する関係者の
傍聴は、会議の進行や傍聴席等の状況に応じて委
員会に諮って決定されます。
　委員会の一般傍聴は、15人以内です。

●委員会の傍聴

　本会議や委員会は通常、午前10
時から開かれます。
　傍聴は、会議当日の開会20分前
から受け付けを開始します。
　傍聴希望者が多い場合は、席の都
合により抽選することがあります。

※傍聴の受付

日時 2026年
10:00～12:00 (開場9:30)

2月1日（日）

議会報告会を開催します
どなたでもご参加いただけます

皆様のお越しをお待ちしています

場所
（豊明市役所 本館２階）
市役所ホール

開かれた議会を目指して

議会報告会豊明
市議会
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アラカルト

■戸田市健康福祉部健康長寿課
【「介護ロボット等導入支援事業」視察】
　埼玉県戸田市では、介護現場の人手不足や職員の負担軽
減を目的に、介護ロボットやＩＣＴ機器の導入を支援す
る補助制度を設けています。県の制度より対象を広く、
申請期間も通年とすることで、小規模事業所でも利用し
やすく工夫されています。補助上限は一事業所あたり10
万円。導入は主に情報共有を目的としたＩＣＴ機器が中
心で、今後は周知の工夫が課題です。若い世代が多い戸
田市でも将来的な介護人
材の確保が課題とされてお
り、早期の対策として先進
的な取組と感じました。

■大田区福祉部　福祉管理課
【「老いじたく情報登録事業」視察】
　東京都大田区では、本人が意思を伝えられなくなった場
合に備え、医療や終末期の希望、遺言書やエンディング
ノートの保管場所などを区に登録できる「老いじたく情
報登録事業」を令和６年から開始しました。登録情報は、
医療機関や警察、区の福祉機関などが必要時に照会でき、
本人の意思を尊重した支援につながります。高齢者の単
身・夫婦世帯の増加を背景に始まった制度で、全国でも
先進的な取組です。区民か
らも好評で、安心して人生の
最終段階を迎える仕組みづ
くりとして注目されます。

豊明市・上松町友好自治体議員合同研修会 11/５・６令和
７年

　11月５・６日に第16回友好自治体議員合同研修会が
長野県上松町にて開催され参加させていただきました。
本市からは議員11名が参加しました。上松町は、長野県
の南西部のほぼ中央に立地し東西に長い地形で人口は
約3,800名。今冬では熊の被害が報告されていました。
水源豊かな河川と渓谷と木曽の豊かな水量を利用して
水力発電の売電を行っていました。また、農業、林業の
再生や空き家再生事業や養豚事業を始めており、豚の
出荷頭数は年間２万４千頭の出荷をしていました。
　１日目は、木曽産のヒノキ造りの庁舎で意見交換会を
行いました。上松町からは、本市の議会報告会や意見
交換会への取組の質問がありました。本市からは自然
エネルギ―の活用について多くの質問をしました。

　２日目は、寝覚の床周辺の整備状況及び赤沢自然休
養林と第63回御杣始祭会場の見学、また赤沢会館に
て御杣始祭の動画による説明がありました。
　木曽森林管理課長の説明では、1300年の間20年に
１回、伊勢神宮の厳しい基準に合格した御神木を納め
ており、木曽のヒノキは寒さに耐え他の地域よりも固い
ことで有名ということでした。管理上工夫していること
は、野生動物に傷付けられないように赤いテープを巻
いているということも説
明していただきました。 
　本市においても、古く
続く伝統文化を守って行
く決意をしました。

総務委員会視察報告 10/20・21令和
７年

■千葉県八街市　八街市役所
　地域資源を生かした「市民協働のまちづくり事業」
について伺いました。市では、まちづくりの情報を集
め、市民、活動団体、事業者、行政などと協働でまち
づくりを推進する総合窓口「PiT」を設置していま
す。採択団体には最大50万円の補助金を交付し、子
育て支援や高齢者見守りなど幅広い活動を展開して
います。行政が一歩引き、市民が主役となって地域
づくりを進める姿勢が印象的でした。豊明市でも、
市民提案を起点とした活動
の推進及び支援の仕組みづ
くりを検討する上で、大い
に示唆を得る視察となりま
した。

■東京都葛飾区　葛飾区役所
　「すぐやる課」について伺いました。区民からの苦
情・要望に即応するため平成22年に設置され、現場
主義・即応主義を徹底し、蜂の巣駆除や道路補修な
ど生活密着型の課題に当日中の完了率85％で対応し
ています。職員の使命感と現場判断力に支えられ、
区民満足度と行政への信頼を高めています。単なる
苦情処理ではなく、区民と行政の信頼関係を再構築
する現場発信型の仕組みであり、豊明市でも市民活
動の推進及び支援とデジタルツールを活用した“豊
明流すぐやる課”の導入を検討する価値があると感
じました。市民の声を素早く受け止め、庁内横断的
に解決へ導く体制を整えることで、より住民に寄り
添う行政運営が期待できます。

建設文教委員会視察報告 10/28・29令和
７年

■東京都杉並区　杉並区役所
　杉並区の小中一貫校について、地域連携コミュニティ
ースクールについての視察を行った。小中一貫教育で
は「自立して社会で生き、豊かな人生を送るための基
盤の構築」を目的として、小中一貫校だけでなく、す
べての学校が杉並区小中一貫教育基本方針をもとに小
中一貫教育を推進して、義務教育９年間を連続的な学
びの中で学校教育を充実させている。地域連携コミュ
ニティースクールにおいては、学校・地域・保護者が
一体となって学校支援を行って
おり、学区外同士の連携も活発
で隣接校、学区域が重なる小中
学校でも開催している。

■静岡県静岡市　静岡市役所
　静岡市が取り組む、公民連携による脱炭素先行地域づ
くりについての視察を行った。静岡市では2030年度ま
でに、2013年度比温室効果ガス排出量51%削減、長期目
標として2050年温室効果ガス排出実質ゼロ（カーボン
ニュートラル）という目標を掲げている。脱炭素先行
地域として、清水駅東口エリア、日の出エリア、恩田
原・片山エリアの３エリアを選定し、太陽光、蓄電池、
EMS等を導入し、電力消費に伴う実質ゼロの達成を
目 指 す。いず れ のエリア
においても、民 間 企 業 が
中心となりながら整 備を
進めている。

健康福祉委員会視察報告 10/27・28令和
７年

委員長　岡島 ゆみこ　副委員長　中堀 りゅういち
委　員　鵜飼 貞雄　服部 龍一　林 ゆきひろ
　　　　清水 義昭　堀内 ちほ

委員長　青木 けんじ　副委員長　浅井 たかお
委　員　月岡 修一　毛受 明宏　一色 美智子
　　　　ふじえ 真理子　郷右近 修

委員長　鈴木 智和　副委員長　こんどう のぶお
委　員　いとう ひろし　武谷 としお　三浦 桂司
　　　　近藤 ひろひで

　皆さんの希望や意見を直接、市政に反映させ
るための手段として、だれでも請願書や陳情書
を議会に提出することができます。
　また、議員が議案などをどのように審議し、
議決しているかを見るために、議会を傍聴する
ことができます。

と市 民 市 会議

　請願書・陳情書は、市政についての要望などを
簡潔に記載し、提出年月日、提出者の住所・氏名を
書き、印を押したものを議長に提出することに
なっています。
　なお、請願書を提出するには、１人以上の議員
の紹介が必要です。（陳情書は、紹介議員は不要で
す。）

●請願及び陳情の提出方法

　本会議は、公開が原則で、どなたでも自由に傍
聴することができます。
　議場の傍聴席は、一般席が48席あります。

●本会議の傍聴

　委員会の一般傍聴と請願等に関する関係者の
傍聴は、会議の進行や傍聴席等の状況に応じて委
員会に諮って決定されます。
　委員会の一般傍聴は、15人以内です。

●委員会の傍聴

　本会議や委員会は通常、午前10
時から開かれます。
　傍聴は、会議当日の開会20分前
から受け付けを開始します。
　傍聴希望者が多い場合は、席の都
合により抽選することがあります。

※傍聴の受付

日時 2026年
10:00～12:00 (開場9:30)

2月1日（日）

議会報告会を開催します
どなたでもご参加いただけます

皆様のお越しをお待ちしています

場所
（豊明市役所 本館２階）
市役所ホール

開かれた議会を目指して

議会報告会豊明
市議会
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会議市明豊 ： 行発
会員委集編りよだ会議 ： 集編

1211-29-2650 ： 話電
pj.gl.ekaoyot.ytic@iakig ： ルーメ

詳しい情報は豊明市議会
ホームページをご覧ください。
　　 検索豊明市議会 市議会ＨＰ

編 集
後 記

日 月 火 水 木 金 土

豊明市内在住・在学・
在勤の方から、
表紙を飾る写真・
絵画・イラストを

募集します。

ご応募
お待ちして
います！

〒470-1195　豊明市新田町子持松１番地１
豊明市議会　議会だより編集委員会宛　先宛　先

メールメール gikai@city.toyoake.lg.jp

豊明市にゆかりのあるものや、
季節感のある作品を
お待ちしております。

応募方法は、右記QRコードからご
確認ください。
表紙は議会だより編集委員会で選定
し、採用された方にはご連絡いたし
ます。５月１日発行分の締切は３月
６日（金）です。

次回の議会だよりは●月１日発行

今回の特集ページでは、「市民と議会との意見交換会」
と「豊明市スマートフォン等の適正使用の推進に関す
る条例の制定について」を取り上げさせていただきま
した。「市民と議会との意見交換会」では、中学校区
ごと３つの地域で開催し、地域の方々より、貴重なご
意見・ご要望を拝聴できました。「豊明市スマートフォ
ン等の適正使用の推進に関する条例の制定について」
は、制定までの経緯を示させていただきました。（青木）

次回の議会だよりは5月1日発行

2/22 23 24 25 26 27 28

天皇誕生日 本会議
（議案上程、提案説明）

本会議
（一般質問）

3/1 2 3 4 5 6 7
本会議

（一般質問）
本会議

（一般質問）
本会議

（一般質問）

8 9 10 11 12 13 14
本会議

（議案質疑、委員会付託） 総務委員会 健康福祉委員会 建設文教委員会 予算特別委員会

15 16 17 18 19 20 21

予算特別委員会 予算特別委員会 春分の日

22 23 24 25 26 27 28
本会議

（委員長報告、討論、採決）
全員協議会

※上記は予定のため、日程等が変更される場合があります。 詳しくは議会事務局へお問い合わせください。

3月定例月議会の予定	 次回は２月25日開催
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